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	(a)　利便性
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	ｂ　スマートフォンの利用
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	インターネット接続可能な本人所有名義のスマートフォンを利用して、外出先や出張先はもちろん、当該接続の可能なエリアなら日本全国どこからでも、平日、土・日曜日、祝日を問わず（所定の休止時間を除く。）、残高照会や振込・振替などの各種サービスが利用可能である。
	(b)　操作方法
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	ａ　定義
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	(4)　振込・振替に付随する関連事項
	(5)　料金等の払込
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	ａ　内容
	ｂ　利用方法
	ｃ　利用可能端末
	ｄ　利用可能料金
	ｅ　手数料

	(7)　定期貯金
	（次頁に続く。）
	(8)　ローン繰上返済
	（次頁に続く。）

	(9)　カードローン
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	７　サービス利用契約
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	(1)  貯金口座の科目・種目
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	(1)　端末の種類
	(2)　動作環境

	11　サービス利用時間
	12　セキュリティ
	(1)　ＩＤ・パスワード
	ａ　種類・用途・設定方法
	(a)　ログインＩＤ
	(b)　ログインパスワード

	ｂ　パスワードの入力相違
	(a)　ロックアウト
	ログインパスワードの入力相違回数が６回を超えた場合は、ＡＮＳＥＲセンターにおけるシステム自動処理として、ログイン機能が60分間利用停止（この状態を「ロックアウト」という。）となり、本サービスが利用不可となる。
	なお、ロックアウト回数の累積回数については、該当のパスワードによる本人確認ができた時点で、システムにおいて自動的にクリアされる。
	(b)　取引閉塞
	ロックアウトが３回連続した場合については、本サービスはシステムにより自動的に取引閉塞（利用不可）の状態となる。
	なお、当該閉塞の解除は、オンライン閉塞解除を案内する（ＪＡネットバンクホームページの「よくあるご質問」－「パスワード失念・変更等」を参照）。オンライン閉塞解除を利用できない場合は、「解約、再度の新規申込」により対応する（人格区分が「個人」以外の場合や、キャッシュカード発行済の普通貯金を保有していない場合、再度の新規申込ができないため注意する。）。

	ｃ　納付番号・お客様番号、確認番号
	(a)　納付番号・お客様番号
	(b)　確認番号
	(c)　ロックアウト
	納付番号・お客様番号、確認番号の入力相違回数が５回を超えた場合は、ＡＮＳＥＲセンターにおけるシステム自動処理として、各種料金等の払込サービスが60分間利用停止（この状態を「ロックアウト」という。）となる。
	なお、ロックアウト回数の累積回数については、正常に払込処理ができた時点で、システムにおいて自動的にクリアされる。
	(d)　取引閉塞
	上記(c)のロックアウトが２回連続した場合は、各種料金等の払込サービスはシステムにより自動的に取引閉塞（利用不可）の状態となる。
	なお、当該閉塞の解除については、申込受付店にて本人確認のうえ、信連・事務センターに設置の運用端末機で閉塞解除を行う。


	(2)　暗号化
	(3)　ソフトウェアキーボード
	なお、取引閉塞の解除は、オンライン閉塞解除を案内する（ＪＡネットバンクホームページの「よくあるご質問」－「パスワード失念・変更等」を参照）。オンライン閉塞解除を利用できない場合は、ＪＡネットバンク取引閉塞解除等申込書（3‐14‐1‐2）により取り扱う。
	（c） ロックアウト
	「回答」の入力相違回数が６回を超えた場合は、ＡＮＳＥＲセンターにおけるシステム自動処理として、本サービスのすべてが60分間利用停止となる。
	(d)　取引閉塞
	上記のロックアウトが３回連続した場合については、本サービスはシステムにより自動的に取引閉塞（利用不可）の状態となる。



	13　顧客手数料
	(1)　月額手数料
	ａ　月額手数料
	ｂ　月額手数料の引下げ
	ｃ　手数料の徴収口座
	ｄ　手数料決済
	ｅ　通帳印字


	(2)　振込手数料
	ａ　振込手数料
	ｂ　振込手数料の引下げ
	ｃ　振込手数料無料化回数の設定
	ｄ　手数料の徴収
	ｅ　手数料決済
	(a)　即納方式
	資金移動取引にて顧客が指定した振込日に、資金移動契約口座から振込・振替資金とは別明細として出金され、契約口座管理店が徴収する。
	(b)　後納方式
	後納契約の指定口座から１か月単位で累計された手数料を一括で、後納手数料決済口座管理店が徴収する。

	ｆ　通帳印字
	(3)　ローン繰上返済手数料
	ａ　繰上返済手数料
	ｂ　繰上返済手数料の減免
	ｃ　手数料の徴収
	ｄ　手数料決済
	ｅ　通帳印字

	(4)　手数料情報の登録
	14　 ホームページアドレス

	１　新規受付
	(1)　新規利用申込の受付（やむを得ず利用申込書による窓口申込を受け付ける場合）
	１　「利用申込書」（ＩＢ－１）の太枠内に必要事項を記入すること。
	２　サービス利用代表口座以外でサービスを受ける口座がある場合、当該口座を「３．サービス利用口座」に記入すること。
	４　「利用申込書」に代表口座ならびに利用口座のお届け印を押印すること。

	(2)　既往契約有無の照会
	【補足】
	(3)　既往契約の有無確認
	(4)　利用申込書の補記、印鑑照合
	ｂ　代表口座の確認
	ｃ　利用口座の確認

	(5) 利用申込書（写し）等の交付
	(6)　登録票の作成
	(7)　検印
	(10)　利用申込書への補記
	(11)　利用申込書の検印
	(12)　保管・管理

	１の２　新規受付（オンライン申込の場合）
	(1)　 オンラインによる新規利用申込の確認（補足）
	(2)　 保管・管理
	１　「2-4-1　４　取引の相手方、サービス利用の前提条件」に該当する顧客から、パソコンまたはスマートフォンのＪＡネットバンクホームページ画面からオンラインでＪＡネットバンクの新規利用申込を受け付ける。本人認証のため、店舗コード･口座番号のほか、キャッシュカード暗証番号、生年月日の入力が必要。
	２　ＡＮＳＥＲセンター経由でＪＡＳＴＥＭシステムホストにアクセスし、本人認証のための情報が真正で問題ない（注）と判断できれば、申込み情報を受け付ける。
	（注）本人認証にかかる情報の確認のほか、以下のチェックを行う。
	１　顧客のＩＢ登録済 or 未登録チェック
	２　口座の実在チェック
	３　事故注意（紛失）等のチェック
	４　イベント（個別、計画）時の取引制限等のチェック
	５　人格が個人であることのチェック
	３　ＪＡＳＴＥＭは、オンラインにより新規利用申込を受け付けた翌稼働日に、申込内容（顧客、口座、契約内容）を表示した日次帳表（センター帳表）「ＪＡネットバンク申込受付票（インターネット申込）」を作成し、県域へ還元する。なお、当該帳表は、代表口座の管理店舗宛に還元される。
	オンラインにより新規利用申込を受付けた利用者に対し、ＪＡネットバンク月間利用手数料の減免登録が必要な場合、ＩＢ加入者登録（取引コード：1162）より減免登録のオペレーションをおこなう。
	１　オンライン新規申込により、システム上、個人ネットバンクを利用することができない月に月額利用手数料が発生する場合がある。
	２　オンライン新規申込があったことを「ＪＡネットバンク申込受付票（インターネット申込）」によりＪＡ・信連の窓口で確認し、個人ネットバンクを利用することができない月の月額利用手数料が発生する可能性があると判断した場合、該当月の月額利用手数料を無料とするためには、ＪＡ・信連の窓口で、以下のような対応をとる必要がある。
	(1)　ＪＡＳＴＥＭ端末より該当月の月額利用手数料の減免（全額免除）の登録をする（注）
	(2)　一旦、月額利用手数料を徴収した後、該当の顧客に返金する　など
	（注）減免登録の期限は、該当月の「月末」まで（月末時点の顧客情報をもとに手数料の計算をするため）。


	３　解約

	＜事務処理フロー（オンライン申込ができない場合）＞
	(1)　解約申込の受付（オンライン申込ができない場合）
	ａ 解約申込の受付
	ｂ オペレータへの確認依頼

	(2)　既往契約・受付中の振込・振替の有無の照会
	(3)　既往契約・受付中の振込・振替の有無の確認
	ａ　受付中の振込・振替が無い場合、解約申込書を受領する。
	ｂ　受付中の振込・振替がある場合、下記(4)のとおり取り扱う。

	(4)　受付中の振込・振替有の場合の顧客説明
	(5)　解約申込書（農協、信連・事務センター使用欄）の補記、印鑑照合
	(6)　登録票の作成
	(7)　検印
	(8)　登録処理
	(9)　照合
	(10) 解約申込書への補記
	(11) 解約申込書の検印
	(12) 解約申込書（写し）の交付
	(13) 保管・管理
	３の２　解約（オンライン申込の場合）
	１　人格区分「個人」で、ＪＡネットバンクの代表口座のキャッシュカードを発行済みの顧客は、パソコンまたはスマートフォンのＪＡネットバンクホームページ画面からオンラインでＪＡネットバンク解約申込ができる。
	２　代表口座以外の全ての利用口座を削除しておくことが必要。また、ＪＡネットバンクにて取扱った予約扱いの振込・振替があり、予約日が未到来で処理が完了していない場合、オンライン解約することはできない（予約日の到来または予約扱いの振込・振替の取消しが必要）。
	３　オンライン解約した日と同一日に、新規申込（初回ログイン）をすることはできない（翌ＪＡＳＴＥＭ稼働日以降は可能）。また、新規申込で代表口座を変更する場合、解約前と同じログインＩＤは登録できない（代表口座を変更しなければ、解約前と同じログインＩＤを登録可能）。
	４　オンライン解約を実施すると、翌ＪＡＳＴＥＭ稼働日にＡＮＳＥＲセンターへ反映処理を行い、処理完了後にログインできなくなる。
	また、オンライン解約実施後、ＡＮＳＥＲセンター反映処理前までにログインすることは可能だが、ＪＡＳＴＥＭ取引はエラーになる（入出金明細照会は表示される）。

	４　利用口座の追加
	(1)　利用口座追加申込の受付（オンライン申込ができない場合）
	(2)　既往契約有無の照会
	(3)　既往契約の有無確認
	(4)　利用申込書の補記、印鑑照合
	ｃ　「利用申込書」（ＩＢ－１）の記入事項等について再確認する。
	ｃ　「利用申込書」（ＩＢ－１）の記入事項等について再確認する。
	(5)　登録票等の作成（補足）
	(6)　検印
	(7)　登録処理
	(8)　照合
	(9)　利用申込書への補記
	(10) 利用申込書の検印
	(11) 利用申込書（写し）等の交付
	(12) 保管・管理

	４の２　利用口座の追加（オンライン申込の場合）
	(2)　　保管・管理
	１　人格区分「個人」の顧客は、ＪＡネットバンクにログイン後、オンラインで利用口座の追加登録の申込ができる。ログイン時の本人認証のほか、以下のチェックを行う。
	(1)　口座の実在チェック
	(2)　事故注意（紛失）等のチェック
	(3)　イベント（個別、計画）時の取引制限等のチェック
	２　ＡＮＳＥＲセンターで受け付けた申込み情報をＪＡＳＴＥＭが取得の上、翌稼働日にＪＡネットバンクの加入者情報として、ＡＮＳＥＲセンターの加入者情報データベースにアップロードする。
	３　ＪＡＳＴＥＭは、オンラインにより利用口座の追加登録を受け付けた翌営業日に、申込内容（顧客、口座、契約内容）を表示した日次帳表（センター帳表）「ＪＡネットバンク申込受付票（インターネット申込）」を作成し、県域へ還元する。なお、当該帳表は、代表口座の管理店舗あてに還元される。


	５　利用口座の削除
	(1)　利用口座削除申込の受付（オンライン申込ができない場合）
	ａ　申込の受付
	ｂ　オペレータへの確認依頼

	(2)　既往契約内容の照会
	(3)　聞き取り確認
	(4)　内容確認・印鑑照合・補記
	(5)　登録票等の作成（補足）
	(6)　検印
	(7)　削除申込者への説明
	(8)　登録処理
	(9)　照合
	(10)　削除申込書への補記
	(11)  削除申込書の検印
	(12)　削除申込書（写し）の交付
	(13)　保管・管理

	５の２　利用口座の削除（オンライン申込の場合）
	１　人格区分「個人」の顧客は、ＪＡネットバンクにログイン後、オンラインで利用口座の削除の申込ができる。
	２　ＡＮＳＥＲセンターで受け付けた申込情報をＪＡＳＴＥＭが取得の上、翌稼働日にＡＮＳＥＲセンターへ反映処理を行う。

	６　代表口座の変更等
	(1)　代表口座の変更・追加
	(2)　代表口座・利用口座の貯金口座解約

	７　サービス利用停止（代表口座が自店の場合）
	１　再度の新規申込ができない顧客の場合、不正アクセスの履歴がないことが確認された場合に限り、運用端末の「取引停止解除」によりサービス利用停止の解除を行ってよいこととする（信連・事務センターに依頼する。）。
	２　この場合、顧客から「ＪＡネットバンク取引閉塞解除等申込書」（ＩＢ－３）を受け付ける。なお、余白に「不正アクセスがないためサービス利用停止の解除を申し込みます」と顧客に記載してもらう。以降の処理は「3-14-1-2　14の２　ＪＡネットバンク取引閉塞解除等申込書による閉塞解除等」に準じる。
	３　また、今後の不正アクセス防止のためログインＩＤ、ログインパスワードの変更およびソフトウェアトークン取引認証等のセキュリティ利用を、顧客に依頼する。
	(1) 利用停止申込の受付
	ａ　利用停止申込の受付
	窓口係は、顧客からサービス利用停止の申出があった場合、サービス利用停止の事由・必要性・意思を確認のうえ、受付中の振込・振替は利用停止しても実行されることを説明し、受付中の振込・振替の中に不審な案件があるかどうか聞き取りするとともに、不審な案件がある場合は、顧客に取消処理を依頼する。顧客がログインできない場合は、運用端末の「資金移動業務依頼内容の照会」（信連・事務センターに依頼する。）等をもとに、顧客に確認のうえ、不審な案件がある場合は、振込・振替元口座のある店舗で取消処理を行う。また、当該停止処理...
	ｂ　オペレータへの確認依頼
	窓口係は、オペレータに「顧客契約内容照会」（取引コード：0382）、「ＦＢ・ＨＢ加入者情報照会」（取引コード：1195）、および「発信電文一覧・明細照会（自動機発信電文一覧照会）」（取引コード:4087）を依頼する。

	(2)　既往契約内容の照会
	(3)　既往契約の有無確認
	(4)　利用申込書の記入内容点検・印鑑照合
	(5)　利用申込書への補記
	(6)　検印
	(7)  利用申込書（写し）の交付
	(8)　信連・事務センターへの事務処理依頼（補足）
	(9)　保管・管理
	【補足】
	信連・事務センターの処理
	ａ　受付事実の補記・押印
	代表口座店よりＦＡＸ等で送付された「利用申込書」（ＩＢ－１）は受け付け次第速やかに利用停止処理を行い、「農協、信連・事務センター使用欄　信連・事務センター用（サービス利用停止処理関連）」に受付日・時・分を補記し、係印欄に押印する。
	ｂ　運用端末への入力
	(a) 「利用申込書」（ＩＢ－１）の記載内容について、念のため確認したうえで、「運用端末操作マニュアル」に基づき、取引停止のオペレーションを行い、「利用申込書」の「農協、信連・事務センター使用欄　信連・事務センター用（サービス利用停止処理関連）」の処理欄に押印のうえ、余白欄に処理完了日・時・分を補記する。
	(b) 運用端末より利用停止にかかる一覧表を出力し、「利用申込書」（ＩＢ－１）と突合確認のうえ、検印者へ回付する。
	(c) 検印者は、利用停止にかかる一覧表と「利用申込書」（ＩＢ－１）の精査を行ったうえ、「農協、信連・事務センター使用欄　信連・事務センター用（サービス利用停止処理関連）」の検印欄に押印する。
	(d) センター登録不可事由が生じた場合には、「利用申込書」（ＩＢ－１）の「農協、信連・事務センター使用欄　信連・事務センター用（サービス利用停止処理関連）」の不備事由欄にその事由を補記したうえで、代表口座店へ電話連絡するとともにＦＡＸ等で送付し、必要に応じて停止申込者への対応について依頼する。
	(e) 処理結果にかかる電子メールは、ＡＮＳＥＲセンターより自動発信される。
	(f) 一覧表は所定の場所に管理・保管する。
	(g) 運用端末利用にあたっては、個人情報取扱いに関して次の点に留意する。
	ア 端末操作者に対して、適切な権限設定およびアクセス権管理を行う。
	イ 端末利用時間は、業務上必要な時間帯に限定する等の運用を行う。
	ウ パスワード不正防止のため、パスワードを定期的に変更する等の運用を行う。
	エ 不正使用の検証のため、操作状況確認ログを取得する等により取引履歴を管理する。
	ｃ　「利用申込書」の送付
	運用端末への入力終了について、速やかに代表口座店へ電話連絡するとともに、「利用申込書」（ＩＢ－１）および利用停止にかかる一覧表をＦＡＸ等で送付し、停止処理完了の旨を連絡する。
	「利用申込書」は、利用停止にかかる一覧表とともに所定の場所に管理・保管する。

	(10) 受付事実の確認・補記等
	(11) 管理・保管

	８　サービス利用停止（代表口座が自店ではない場合）
	・ 事務処理の流れ
	(1)　利用停止申込の受付
	(2)　既往契約内容の照会
	(3)　既往契約の有無確認
	(4)　利用申込書　記入内容点検・印鑑照合
	(5)　利用申込書への補記
	(6)　検印
	(7)　利用申込書（写し）の交付
	(8)　信連・事務センターへの事務処理依頼
	(9) 受付事実の確認・補記等

	９　サービス利用停止（全国ヘルプデスクでの電話受付）
	・事務処理の流れ
	⑨：信連・事務センターの事務処理完了の確認。
	⑩：停止申込者の正式手続の受付。
	⑪：「利用申込書」（ＩＢ－１）の管理・保管
	【補足】

	２ 本人確認
	(1)　運用端末を利用した照会結果と当該聞き取り情報との一致をもって、本人確認とする。
	(2)　停止申込者から聞き取った情報のうち、氏名（変更前の氏名を含む。（注））と代表口座に関する情報（以下「本人確認必須項目」という。）が一致した場合は本人と認定する。
	（注）代表口座に関する情報が一致し、氏名が異なる場合、婚姻等で氏名が変更されている可能性もあるため、氏名変更の有無を確認する。変更したことがある場合は変更前の氏名を確認する。
	(3)　本人確認必須事項のうちひとつでも一致しない場合は、本人確認できなかったものとして取扱い、代表口座店に問い合わせるよう案内する。
	３ 停止申込者への説明・依頼
	次の事項について停止申込者へ十分に説明・依頼する。
	(1) 利用停止の手続完了については、当日中に電子メールを通じ停止申込者（ＪＡネットバンクの契約者本人）に通知されること、および不正取引の調査が完了するまでオンライン解約処理を行ってはいけないこと（操作履歴等が取得できなくなる場合があるため）。
	(2) 振込・振替について
	ａ　停止申込者が不正な振込・振替を確認したら、速やかに代表口座店へ連絡してもらう。なお、不正な振込・振替が実行済であった場合、取消はできないことを合わせて説明する。
	ｂ　ＪＡネットバンク利用規定に記載のとおり、農協が定めた本人確認方法に従って行われた取引は、不正利用その他の事故があっても、契約者の真正な意思に基づく有効なものとして取り扱い、損害について農協は責任を負わないが、停止申込者が無過失の場合等ケースによっては損害の補てん請求ができる場合があることを説明のうえ、詳細は代表口座店に確認してもらう。
	ｃ　①受付中の振込・振替は、利用停止しても実行されること、②利用停止後はＪＡネットバンクにログインできなくなること、③全国ヘルプデスクでは振込・振替の取消処理はできないことを説明のうえ、停止申込者本人が受付中の振込・振替の有無をＪＡネットバンクの利用停止前に確認し、受付中の不審な振込・振替があれば取り消してもらう。
	ｄ　停止申込者がＪＡネットバンクを利用できない場合（ＩＤ・パスワード失念等）、利用停止を先行のうえ、受付中の振込・振替の確認は、代表口座店へ連絡してもらう。
	ｅ　ＪＡネットバンクにより、停止申込者の口座から振込・振替処理がなされた受付中の案件について、停止申込者に確認した内容と異なる不審な案件を発見した場合は、農協等から確認の連絡を行う場合がある。
	(3)　停止申込者は、利用停止申込日の翌営業日までに代表口座店へ来店し、正式な利用停止の手続を行う必要がある旨の説明。翌営業日までの代表口座店への来店が困難な場合は、その旨を代表口座店へ連絡してもらうこと。
	４ ＪＡネットバンクによる振込・振替依頼状況の確認
	(1)　運用端末の「資金移動業務依頼内容の照会」により、ＪＡネットバンクで受付けた振込・振替依頼状況を確認する。
	(2)　確認できた振込・振替依頼状況は、プリントアウトのうえ「停止代行サービス受付票」（参考様式）に添付する。
	【補足】
	５ 運用端末への入力
	「停止代行サービス受付票」の記載内容について確認したうえで、「運用端末操作マニュアル」に基づき契約者単位での「取引停止」の入力を行い、「停止代行サービス受付票」に停止処理時間を記入のうえ、担当ＯＰ欄に押印する。
	(1) 運用端末より「取引停止確認票」を印刷し、「停止代行サービス受付票」と突き合わせ確認のうえ、検印者へ回付する。
	(2) 検印者は、「取引停止確認票」と「停止代行サービス受付票」の精査を行ったうえ、担当ＳＶ欄に押印する。
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